




































などに代表される近代競技スポーツである。さらに近代競技スポーツを不動のものとするテクノロジーと経済の支配が上書きされる。ルール統一によるス ーツの画一化は世界に共有されるという特徴をもつが、一方で ーカルな意味が付与された独自性が消失し、少しずつ「味気ない」スポーツへと変容していく。現在、世界柔道連盟には日本人理事がいなくても成立し運営がなされ、日本の「柔道」が「ＪＵＤＯ」へと変容して まった 「あれは柔道ではない」という主張が日本側からなされたのもそうした経緯による。
 
ある一つの伝統スポーツがグローバル化すれば全く異な



























































を営み、家族およびアウソアとい 隣組が一致団結して営みを続けてきた。カセリオ（農家、バスク語でバセリ）の基本形は石造りの三階建てで、一階に鶏やブタなど 家畜小屋、二階が居住部屋 三階は物置になっ その毎日の生活に必要な労働が競技へと変化したといわれている。
 
変容理由としてアギーレ・フランコによれば、単調な日々










ローマ、フランク族、ゴート族 イスラム勢力、フランススペインなど緊張状態がひっきりなしに存在した その勢力、ときには同時に二つ以上との勢力均衡を保つための準備はとても重要である。徴兵制度がなかった時代は、優秀な兵士は一般農民であった。その彼らの特徴 労働で鍛えられた身体であった。また遊びやダ スで形成された敏捷な身体にあったと言えよう。これらの身体は見逃される ずもなく、「有用性」として活用さ たと思われ 。
 
兵士としての選別方法はダン であったといわれる。そ





















































人々の移動や居住空間、食 儀礼などが報告されている。資料によれば、一世紀には北はフランス ボルドー、東はピレネー中部、南はサラゴサ、西 ブルゴ やサンタンデールまでの広範囲でバスク語が話される地域と っていた。バスクが歴史に登場する 、カエ ルのガリア戦記が最初 され、それ以来のローマ帝国支配としての都市建設であろうバスクだけでなくスペインやポルトガ にまでローマ帝国の痕跡として住居跡、道路や水道橋など 残されている。そこでは水利の重要拠点はほとんどすべて抑えられていた。
 
パンプローナもその一つである。ローマの勇将ポンペイウ






くまで縮小してしまう 中世には中核都市の建設が進み、ビルバオ、サン・セバスティアン、ビトリアなどの現在の基礎がほぼ出来上がった。しかしバスク語 現在のバスク文化圏よりも広範囲 話され、一六世紀にはほぼ現在のバスク地方と重なっている。これはナ ラ王国の消滅（一五一二）により、カスティリア王国とア ゴン がバスクを挟むようにして成立し、徐々に使用範囲が限定されたと考えられる。これは労働力としてスペイン人の流入が言語的混淆を促すきっかけを与え、また観光、商業、政治などで ペイン が公用語として定着していくと う多岐にわ る要素が絡んでいた。二〇世紀には現在のバスク文化圏の半分程度に りバスク語が話されなくなりつつある。
（7） 
とくに市民戦争後フランコ独裁（一九三九～七五）が与え

































































二人のフランス軍兵士がトロサからエミアルデに来た。要はニワトリを盗むためビダニア生まれのバウティスタが住む農家に来た であった。二人の兵士に対してバウティスタは棒で反撃した。サーベルとの激闘で棒が折れてしまったので、妻を呼び部屋の扉の後ろに置いてある太い棒を取りにやらせた。妻がすぐにとって返して棒を渡すと、手に持っていた短棒の破片 敵の目をめがけて投げた、一方妻が投げた棒で敵の股間に引っかけて起き上がれないようにした。そのすきに報復されないよう 妻子どもども逃走し 。
（11） 
 前述の例でわかるようにフランス軍の兵士よりもかなり





















































































徐々に廃れていったのではないか。国民国家制度のもとで軍隊が闘いの専門集団となり、農家一人ひとりは外敵を心配する必要は薄れていったと思われる。ま も 対戦したとしても、棒では太刀打ちできない銃や大砲など 武器 差により負け戦は歴然とし た。
 
とくにスペイン市民戦争（一九三六～三九）後には、 ス









スポーツをストイックなまでにルールに従い競争するバスク人の姿である。近年の伝統スポーツ競技者はかなり専門的になってきているが、初期の意図はまだ健在だと思われ 。それは素手 ペロタ球戯である。硬球を素手で打つことがバスクでは一番意義の ことと評される。硬球を打つ素手の保持は労働効率という経済優先原則へのアンチであり、また道具に依存する身体への抗いである。もちろんこれは格闘技に直結すること 間違いないであろう。
 
例えば、フランスバスクのサラ村のペロタ競技場（フロン














はない。バスク人が長い歴史の中で修得したことは、この身体技法ででなかったか。つまり統治に抗う身体の準備、力を漲らせていざという時に備える。もちろん統治へ 姿勢 何も身体的なものだけでなく、思考をめぐらせることももちろん重要である。山間部のアウソアという隣組はその役目を引き受けてきたであろうし、それは今でも有効であ ときく。
（16） 
このように時代の変化とともに生活様式、ひいては戦闘様




































ＥＵ内での位置づけがバスクに与えられよ いる。二〇一六年は欧州文化首都プ グラムがサン・セバスティアン市で開催される。もう一つの都市はポーラ ドのヴロツワフ市である。魅力的な文化遺産の発信を含めて、経済効果を見込まれる都市にＥＵが様々な形で援助する。バスクがＥＵ内である程度の認識が広まり、今後はヨーロッパ内をはじめ世界的展開を目指している。
 
その中で伝統スポーツはいかなる役割を担うのであろう
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El propósito del siguiente artículo es investigar la relación entre deporte tradicional 
vasco y su significado; especialmente la Makil borroka o la Makil Jokoa, que se ha 
reconstruido en la valle de Oiartzun, aunque las investigaciones al respecto aún 
no son concluyentes.  
 
Desde hace unos treinta años he ido estudiando en Euskal Herria el deporte 
tradicional: su historia, su relación con la política, sus normas (reglamento), etc.; 
pero nunca he visto un arte marcial como éste. Los deportes vascos principales, 
como son el corte de tronco, levantamiento de piedra, arrastre de piedra, etc. se 
incluyen en las celebraciones patronales dentro del programa festivo, y se 
regulan mediante la Federación Vasca de Deportes como deporte moderno, 
excepto la makil Borroka. Dicen que el que baila bien es un guerrero bueno, o 
viceversa el que lucha bien es un danzante bueno. Es decir que podemos 
pensar en un mismo origen para la makil borroka (el arte marcial) y la danza. 
Sus movimientos parecen conectar ambas disciplinas.  
 
Aunque actualmente se considera deporte puro vasco el que se ejecuta en las 
exhibiciones modernas, antiguamente podría tratarse de una táctica para 
sobrevivir en la sociedad y prepararse como el último medio por si acaso han de 
luchar cuerpo a cuerpo; ya que los vascos han tenido que enfrentarse 
habitualmente a los poderes exteriores: los romanos, los francos, los visigodos, 
los musulmanes, etc., y por tanto precisaban de la preparación física para 
defender a su familia y sus bienes.  
 
Los deportes tradicionales vascos se han ido transformando en los actuales 
conservando sus esencias derivadas de los trabajos cotidianos, manteniendo su 
idiosincrasia. Es decir, que no intentan a influir en los deportes de la 
globalización ni importar de las áreas culturales ajenas. Por otra parte, estos 
deportes autóctonos se han ido difundiendo mediante la diáspora, de manera 
que investigadores y aficionados culturales se acercan a las Euskal Etxea 
(Casas Vascas) en el extranjero con el fin de aprenderlos.  
 
20竹谷和之
Me parece interesante que los deportes vascos (que preparan el cuerpo para el 
combate) no cambien hacia la globalización. Su mutación conlleva el peligro de 
perder su frescura vasca a favor de ser aceptados por la cultura globalizada. 
Pienso, así mismo, que es más importante recrear la Makil Borroka como medio 
para mantener la identidad, antes que ceder a la imposición de intereses 
externos.  
 
Concluyendo, la Makil Borroka nos sirve de ejemplo de persistencia y resistencia 
ante las políticas de la globalización, al mantener sus raíces populares. 
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